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ヨハネによる福音書 5章19～30節 
 
 

 ヨハネによる福音書は 今月、次のように語り始めます。19 節、「そこで、イエスは彼らに言われ
た」。そして、2 ページ近くにわたって、その言葉を書き記しています。そこには、事件もなければ
譬
たと

え話
ばなし

もありません。何やら難しい、理屈っぽい言葉が並べられています。しかし、よく見てみる

と どうも、聖書の信仰にとって重要なことが書き連ねられているようです。つまり、イエス・キリ
ストとはどんなお方なのか、いかなる権威のもと どのような使命に生きられたのか、それらが、イ
エスを主と信じる信仰のエッセンスとして この所にまとめられているということです。イエスの言

葉は全体として 47 節まで続きますが、それはまた、そのようなイエス・キリストにどう向き合うの
か、と 聖書を読む私たちに問いかけるものでもあるように響きます。 
 

際立つ 言葉の繰り返し 
 一読して分かるように、今月の箇所は、2 つの言葉が際立って繰り返されていることに気づかされ
ます。 

「はっきり言っておく」（19、24、25） 
・その一つは、「はっきり言っておく」というそれです。 
・原語のギリシア語では、「アメーン、アメーン（ἀμὴν ἀμὴν＜ἀμήν）」となっています。日本語で
言うところの「アーメン、アーメン」という表現です。 
・それは、「そのとおり、そのとおり。これから言う言葉は真実であり、私は 自

みずか
らを懸けてそのこ

とを語る」といった意味合いを持つ言い回しです。 

・文語訳聖書では、「まことに誠に汝
なんじ

らに告ぐ」と訳出されていました。 
・その「アーメン、アーメン」が、わずか 12 節しかない今回の箇所において、19 節、24 節、25
節と 3回も繰り返されています。 

・そこに込められた話し手（イエス）の思いとは いったい、どんなものだったでしょうか。 
・そして、その言葉を福音書に忠実に書

か

き留
と

めた人々は、それを読む者たちに はたして、何を期待
してそうしたのでしょうか。 

「父」（19、20、21、22、23、26、30） 
・あと一つは、「父」というそれです。 
・その繰り返しはとりわけ明白で、わずか 12 節の内に、9 回も繰り返されています。聖書のどこを

とっても、これほどまでに繰り返されている所はほかにありません。 
→ それもこれも、キリスト教の信仰にとって 今回の箇所が重要な箇所であり、 

しかも、イエスと父なる神との関係にそのポイントがあることを物語っていると言えるでしょう。 
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「はっきり言っておく。 
子は、父のなさることを見なければ、自分からは何事もできない。 

父のなさることはなんでも、子もそのとおりにする。 
父は子を愛して、御自分のなさることをすべて 子に示されるからである」（19～20） 

・全体を貫くイエスの言葉の焦点もそこにあることは、容易に見て取れます。 
 イエスが父なる神と分かちがたく結びついている、ということ。すなわち、イエスと父なる神とは
一つである、ということです。 

・そのようにして切り出されたのが、今回の冒頭の 上記の言葉でした。 
・イエスは14章 9節で重ねて「わたしを見た者は、父〔なる神〕を見たのだ」と言っておられます
が、それはこの表明に通じるものとも言えるでしょう。 
 

「〔父は〕これらのことよりも大きな業
わざ
を子にお示しになって、 

あなたたちが驚くことになる」（20） 
「すなわち、父が死者を復活させて命をお与えになるように、 

子も、与えたいと思う者に命を与える。 
また、父はだれをも裁かず、裁きは一切 子に任せておられる」（21～22） 

・とはいっても、しかし 何によってそれが分かるのか。問題はそこではないでしょうか。 
・上記20節の言葉は、それに対するイエスの応答と言えるでしょう。 
・そして、その内容が 続く21節、22節に述べられています。すなわち、 

 ①イエスが十字架に死なれること、 
 ②しかし、3日目に復活されること、 
 ③そして、私たちに真

まこと

のいのちを与える一方、 

 ④その裁き主ともなられるということ 
です。 
・ただし、ここまでくると、聖書の信仰の重要な主題がズラッと並べられていて、そう簡単ではあり

ません。 
・ですので、－事が事ですから もちろん、好

い

い加減
かげん

にやり過ごすことはできませんが－今回はこ
れら4つの点に的を絞って、事柄の本質を大摑

おおづか

みに考え合えたらと思います。 
 

「裁き」について 
「十字架」について 

・順不同にはなりますが、その第一は、できれば触れたくない問題です。ですが、聖書に繰り返し言
及されていて、やはり 避けて通ることのできない問題。すなわち、上記④の「裁き」の問題です。 
・裁きとは一般に、何事か悪いことをしたため、あるいは悪い有

あ

り様
さま

にあるためになされるものと

言えるでしょう。 
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・そして、聖書は通常、これを人の罪性の問題と関連づけて説きます。 

・それは元来、的が外れていることを意味しています。つまり、自分の方にばかり向いていて、神の
方に向いていない。そのようにして、神がおられるのに、その神との関係が置き去りにされている。
そのような、本来あるべき関係の崩れ、それが聖書の言うところの罪性の本質と言えるでしょう。 

・とはいえ、そうした罪性と裁きの関係は、時代を超えて論じられてきた難題でもあります。 
・この難題について、皆さんははたして、どうお考えになられるでしょうか。 
・さらには、聖書の神の「愛」と「義」をめぐる より根元的な問題と、それはどう関係しているの

か。 
・そもそも、聖書の神の愛と義というのは、両者がいかなる関係にあるものなのか。 
・そして、そこにおいて、十字架が立てられ、そこにイエスが上

のぼ

られたということはどんな意味を

持っているのか。 
・上記①の「十字架」の問題です。 
・主題にもう一段 踏み込み、聖書の使信

ししん

の中心にも関わるこれらの問題についても 御一緒に理解を

深められたらと願います。 
 

それは、自業自得？ 
・ただ、ここで一つ、疑問が湧きます。もしも裁きがあるとしたら、それはいわゆる「自業自得」っ
てやつ？ という疑問です。 

・自分が悪いんだから、捕まって裁かれるのは当然で、そりゃ しかたないさ、というのがいわゆる
自業自得ということでしょう。 
・その自業自得が、言ってみれば、聖書に言われる裁きの判決主文なのでしょうか。 

・聖書の神の愛と義に照らし、またイエス・キリストの十字架に照らして考えるとき、どのように理
解すべきでしょうか。 
・イエスの言われる裁きやいのちを考えるうえで大切な前提ともなるように思われます。 
 

「いのち」について 
・次に、イエスは 24 節で、「わたしの言葉を聞いて、わたしをお遣わしになった方を信じる者は、

永遠の命を得、また、裁かれることなく、死から命へと移っている」とも言っておられます。 
・すなわち、真

まこと

のいのちが与えられる。今この時に、そしてまた 死をも超えて、ということで
しょう。上記③の「いのち」の問題です。 

・「永遠の命」というのは、聖書が多くの所で語るものですから、その基本的メッセージの一つであ
るにちがいありません。ですが、それはそもそも、どんなものなのでしょうか。 
・また、ここでのその本質的なポイントはいったい、どこにあるのか。はたして、何にあるのでしょ

うか。 
・ちなみに、24 節の最後の部分、「死から命へと移っている」という部分は、原語のギリシア語では、
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死から外に出て（ἐκ
エク

 τοῦ
トゥー

 θανάτου
さ ナ ト ゥ ー

）、いのちの中へと（εἰς
エイス

 τὴν
テーン

 ζωήν
ゾーエーン

）すでに移ってしまってい

る（μεταβέβηκεν
メ タ ベ ベ ー ケ ン

＜μεταβαίνω
メ タ バ イ ノ ー

 の現在完了形）と表現されています。 
・とすると、今この時を生きているこの私たちにとって、それはどんな意味合いになるのでしょうか。 
・しかも、29 節の言葉です。「善を行

おこな

った者は・・・命を受けるために・・・〔墓から〕出てくる」。

つまり、彼らは裁かれることなく、そのまま 永遠の命に入れられるといいます。 
・墓から出て裁かれるのは、今ここで「悪を行

おこな

った者」だけです（同）。 
・それもこれも、イエスのどんなメッセージを伝えるものなのでしょう？ 

・そもそも、いのちというのは、真の意味でどのようなものなのか。そこからいま一度、考えてみた
いと思います。忙しく立ち働いているからといって、また 楽しく過ごしているからといって、必ず
しも・・・でしょうから。 
 

「復活」について 
・こうして、イエス・キリストは、御自分から進んで 十字架に上

のぼ

ってくださいました。 
・その御子

み こ

を、神は死から 甦
よみがえ

らされた。これが今回の第四の点、「復活」の出来事です。 
・主の復活という この出来事は、福音書をまとめた信仰者たちにとって いかなる意味を持っていた

のでしょうか。 
・また、今を生きる この私たちにとって、それはどんな意味を持つのでしょうか。 
 

翻
ひるがえ
って、自

みずか
らの有りようは？ 

・ヨハネ福音書の今回の記述は判然たるもので、どうとでもとれるような 漠然
ばくぜん

としたものではあり
ません。 

・それは、一つの明確な生き方の提示と言えるでしょう。 
・そして、そのような明確さを前にするとき、人は 翻

ひるがえ

って、自
みずか

らの有りようを考えずにはおれな
くなるのではないでしょうか。 

 ①それを 自分はどう見て、それに 自分はどう向かい、そのうえで 自分はどう生きようとするのか、
と。 
 ②また、・・・と。 

 ③そして、・・・と。 
・実際、今回の言葉は、ユダヤの指導者たちに向かって語られたものでした。当時の社会のリーダー
であり、権威であり、人並み以上に 務めに励んでいた人たちに向かって。 

・そうした人々に向かって、私が与えるいのちを受けなさい、と言われるイエスの呼びかけから、私
たちははたして、どんなことを考えさせられるでしょうか。 
 


